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はじめに 

三年生にとって今年は義務教育最後の年であり、卒業後の進路について考えね

ばならない大切な時期です。 

進路とは「自分の進む路」ということですが、さらに自分が生きていく際の「目標」

また、その「目標」を達成するための毎日の生活そのものであるとも言えます。 

 したがって、進路を決定するということは、単に中学卒業後の就職先や進学先を

決めて終わりなのではありません。就職しようとする者はどのような夢（目標）を

実現しようとしているのか、また進学を希望する者も何のために進学するのか、さ

らに将来どんな職業につきどのような生き方を求めているのか、しっかりとした

「目標」と「将来への展望」を持って、その実現にむけて努力していく過程こそが

大切なのです。 

 進路を決定するのは生徒自身です。家庭や学校は助言者です。しかし、よりよい

助言者であるためにも、私たち大人は、生徒本人の性格や適性をよく理解し、助言

するように努めていかなければなりません。そして、生徒たちがしっかりとした

「目標」と「将来への展望」を持って、力強く自分たちの進む路を切りひらいてい

くためにも、充分な話し合いの機会を持つ必要があります。 

 この一年間は、生徒自身にとっては悩み多い「試練の年」だと言えるでしょう。

また、本人と家庭、本人と教師、あるいは友だち同士で話し合い、自分の「目標」

「将来」について考える絶好の機会だとも言えます。 

 ひとりひとりの生徒が社会の矛盾から目をそらさず、負けずに、力強く自分の路

を切りひらいていってくれることを心から願っています。 

 

 

 

 

※本資料は令和２年（２０２０年）５月現在のものです。 
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［１］ 進路予定について 

第３学年進路関係行事予定 

 

 

月 校内テスト・入学試験など 進路関係 

４  第１回進路説明会（4/27） 

５ 1学期中間考査（5/17，18）  

６ 
大阪府チャレンジテスト(6/20) 

１学期期末考査（6/27,28,29） 
第１回進路希望調査 

７  三者面談(7/10～7/19) 

８ 第１回実力テスト（8/29）  

９ ２学期中間考査（9/27,28）  

１０  

第２回進路希望調査 

大阪府育英会奨学金申込締切 

進路用個人写真撮影 

１１ 
第２回実力テスト（11/1） 

２学期末考査（11/20,21,22） 

予備懇談 

(私立受験高校決定に向けて) 

１２  

第３回進路希望調査 

三者面談（12/12～12/19） 

(私立受験校、公立特別選抜受験校決定) 

私立高校教育相談(府外) 

１ 

専修学校入試 

第３回実力テスト（1/10） 

学年末考査（1/22～1/24） 

私立高校出願（1/24） 

私立高校教育相談（大阪） 

就職生職業相談（職業安定所との相談） 

面接指導 

２ 

私立高校入試（2/9,10） 

公立特別選抜出願（2/13,14） 

府立高等支援学校出願 

府立高専入試 

公立高校特別選抜（2/19,20） 

府立高等支援学校入試 

高等技術専門校入試 

第４回進路希望調査 

就職生府下一斉選考テスト 

三者面談(2/21～2/28) 

(公立一般選抜受験校決定) 

３ 

公立一般選抜出願（3/1，4，5） 

支援学校 面接・検査 

公立高校一般選抜（3/11） 

支援学校高等部入試 

二次選抜(3/22) 

(募集定員に達しなかった学校） 

 

  

昨年度の予定です。参考に載せています。 
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［２］ 中学校卒業後の進路先 
 一人一人の生徒の将来への可能性は非常に多くあります。自分を生かす道がどの方向か、よく

考えてみたいものです。 

○長い将来の見通しに立って決定しましょう。 

来年３月といった目先のことだけでなく、一生の設計として、「どんな職業や職種を選んだらよ

いか」、「高校を卒業したらどうするか」といった、将来の見通しを持って考えてみましょう。 

○能力や適性を考えて決定しましょう。 

  「ただ、ばくぜんと･･･」、「何となく･･･」ではなく、自分自身でしっかり考え､日常生活や

行動をもとに、本人の能力、適性についてよく加味した上で保護者の人と一緒に決定しましょう。 

○進路についてよく知ったうえで決定しましょう。 

一流企業、有名校だからということだけで、あるいは合格できそうだからという安易な理由だけ

で進路を決定すると、中途でやめてしまうことがあります。企業であれば仕事の内容、経営方針、

労働条件など、高校、専門学校であれば学科、校風、クラブなど充分に知ったうえで決定してい

きましょう。 

  

卒
業

後
の

進
路

就職
紹介就職（淀川公共職業安定所）

縁故就職

高等職業技術専門校

高等専修学校

工業高等専門学校
国立

公立（大阪府立大学工業高等専門学校）

高等学校

全日制

国立

（教育大付属）

公立

普通科

普通科単位制（槻の木など）

総合学科（柴島、箕面東、淀川清流など）

専門学科（体育科、文理学科、工業科、英語科など）

私立
普通科

その他の学科

多部制単位制（Ⅰ・Ⅱ部） 公立（クリエイティブスクール）

定時制

公立

私立

通信制

公立

私立

支援学校高等部
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１． 就職 

 よく「職安」や「ハローワーク」という言葉を聞きますが、これは公共職業安定所のことで

す。ここは、就職にあたって相談を受けたり、紹介をしたり、職業指導をしてくれる公共施設

です。就職は学校を通して、職安の紹介によるものが原則です。これを紹介就職といいます。 

 縁故就職（家業を含む）とは、本人と事業主との関係が６親等以内の場合をいいます。中学

校卒業者の就職はこの２つ以外は許されていません。事業主に中学校卒業者（若年労働者）の

正当な労働条件（賃金・労働時間・保険・厚生・福利など）を保障させるためです。したがっ

て、近くの知り合いの人を通じて就職する場合には、賃金・労働時間について事業主は職安に

報告する法的義務があり、問題のある場合には、職安の指導をうけることになり、その手続き

を踏んだ上での紹介就職ということになります。 

 吹田市内の中学校ではすべて淀川公共職業安定所を通すことになっています。 

就職を希望される場合は、早めに担任と連絡を取ってください。 
 

２．高等職業技術専門校 

 職業に必要な知識と技術を身につけ、職業人としての教養を高め、訓練終了の際、公共職業安

定所が就職を斡旋します。各種の資格を得ることもできます。北大阪高等職業技術専門校（枚方

市）、東大阪高等職業技術専門校（東大阪市）、夕陽丘高等職業技術専門校（天王寺区）などが

あります。 

 

◇訓練期間･･･６か月～２年（学校や訓練課目によって異なります） 

◇訓練時間･･･月～金 ９：００～１６：３０ 

◇必要経費･･･入校選考料、入校料、授業料及び教科書や作業服などの費用 

 

３．専修学校・各種学校 

 昭和５１年１月に学校教育法の一部が改正され「職業もしくは実生活に必要な能力を育成

し、または教養の向上を図る」ことを目的として認可制の専修学校制度が発足しました。 

◇課程    中学校卒業者対象・・・高等課程（高等専修学校とも呼ぶ） 

        高校卒業者対象・・・・専門課程（専門学校とも呼ぶ） 

        資格限定なし・・・・・一般課程 

◇修業年限   １年以上と定められており、３年以上の学校もあります。 

◇高卒資格   向陽台高校、科学技術学園高校、長尾谷高校などの通信制と連携している

ところでは、卒業と同時に高校卒業の資格を取得できます。 

 
学 校 名 

（技能連携高校） 
所 在 地・ＴＥＬ 最寄り駅 

大阪情報コンピュータ 

高等専修学校 

（科学技術学園） 

〒５４４-００３３ 

大阪市生野区勝山北１-１３-２２ 

        ０６-６７４１-５３１８ 

ＪＲ桃谷 

関西情報工学院 

専門学校 

（科学技術学園） 

〒５４７-００２６ 

大阪市平野区喜連西４-７-１５ 

        ０６-６７０４-６８００ 

地下鉄喜連瓜破 

近畿情報 

高等専修学校 

（長尾谷） 

〒５７３-１１７８ 

枚方市渚西１-４３-１ 

       ０７２-８４０－５８００ 

京阪御殿山 
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東朋 

高等専修学校 

（科学技術学園） 

〒５４３-００１７ 

大阪市天王寺区城南寺町７-１９ 

       ０６-６７６１-３６９３ 

地下鉄谷町九丁目 

東洋学園 

高等専修学校 

（長尾谷） 

〒５３５-００１３  

大阪市旭区森小路２-８-２５ 

       ０６-６９５４-９７５１ 

地下鉄千林大宮 

英風女子 

高等専修学校 

（向陽台） 

〒５５３-０００６  

大阪市福島区吉野４-１３-４ 

        ０６-６４６４-０６６８ 

ＪＲ野田 

専修学校・各種学校の学費に対する公的制度については、直接専修学校や各種学校にお問い合

わせください。 

 

４．高等学校    

平成２６年度から大阪府公立高校の通学区域が府内全域になりました。 

 

公立高校・私立高校 

【課程の内容】 

（１）全日制の課程 

  年間を通して、昼間に授業を行い３年で卒業します。多くの高校は全日制の課程です。 

 

（２）定時制の課程 

  受験資格は中学校卒業。年齢制限はありません。授業時間は午後６時から９時半頃までで１

日４時間程度です。修業年数は３年又は４年。卒業証書は正式な学校名で授与されます。近く

では春日丘高校、桜塚高校、茨木工科高校などに定時制課程が設けられています。 

 

（３）通信制の課程 

  公立高校では府立桃谷高校、私立高校では向陽台高校、科学技術学園、長尾谷高校、八洲学

園などがあり、レポートを提出しながら履修していくのが原則です。 

規定された単位を修得すれば３年で卒業できます。 

 

（４）単位制の課程 

  単位制は学年による教育課程の区分を設けず、決められた単位を修得すれば卒業が認めら

れる高等学校です。必修科目以外の授業は自分で選択します。 

  単位制高校の特色は①自分の学習計画に基づき、自分の興味、関心などに応じた科目を選択

し学習できる。②学年の区分がなく、自分のペースで学習に取り組むことができます。 

※吹田市の近くにある公立の単位制の高校には、大阪府立槻の木高校、大阪市立中央高校

などがあります。 

 

（５）多部制単位制（クリエイティブスクール） 

自ら選び、自ら学び、夢をかなえる新しいタイプの高校として設置されました。全日制総合

学科と多部制単位制普通学科の２つがあります。 

 

【各学科の内容】 

（１）普通科 

  高等普通教育を目的として設けられており、共通教科を幅広く学び、広い知識と教養、柔軟

な思考力を養います。それぞれの学校が特色を出し、魅力あるスクールカラーをつくっていま
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す。理数や芸術、スポーツ、保育などの専門コースを設けている高校もあります。 

 

（２）商業に関する学科 

◇商業科 

    普通科目（一般教養）と商業の専門科目とを履修します。専門科目としては、簿記・商

業・商業英語・英文・和文タイプ・事務機械に関する知識などです。卒業後は多くは就職

で、商事会社、銀行など事務系統が中心になります。また、大学、短大へ進学することも

できます。 

◇流通経済科 

    国際化・情報化といわれる現代社会のビジネスシーンで活躍する人材を育成すること

を目標としています。ビジネス基礎、簿記、情報処理原価計算、財務会計などの教科を学

びます。 

◇マネジメント創造科 

  社会生活において必要な経済・経営の知識や情報活用技術を学び、これらを総合的に

活用、組織の効率的な運営・意志決定（マネジメント）を行える能力を育成します。  

◇情報会計科、◇情報システム科、◇国際経済科、◇会計科、◇総合ビジネス科、◇情報

科学科、◇グローバルビジネス科 

 

（３）農業に関する学科 

◇フラワーファクトリー科（草花園芸・デザイン園芸・果樹園芸など） 

◇環境緑化科（コンピュータによる造園設計・造園樹木の育成など） 

◇バイオサイエンス科（バイオテクノロジーや食品の栄養分析など） 

◇ハイテク農芸科（農業経営・畜産物加工・農業機械など） 

◇資源動物科（畜産物の生産または加工） 

◇食品加工科（食品加工・食品の衛生） 

 

（４）工業に関する学科 

 〈機械系〉 

◇機械科（機械製図・機械工作・機械設計・原動機・機械材料など） 

◇自動車科（自動車の構造・整備・試験などを主眼におき、その他は機械とあまり変わり

ません） 

◇機械電気科（機械と電気との基礎知識を履修するとともにオートメーションの根底をな

す自動制御工学についての理論学習） 

◇機械工学科、◇電子機械科 

 

 〈電気・電子系〉 

◇電気科（電気工学の基礎知識・発動機・変圧器・モーターなど電気の発生から使用に用

いられる機器の構造・原理・性能・使用法などの学習） 

◇電子工業科・電子情報科（電子に関する基礎理論に重点をおきながら、電子回路や論理

回路コンピュータなどについての学習） 

 

 〈情報技術系〉 

◇情報技術科・情報科学科（コンピュータでの情報処理、コンピュータの製造、保守やロ

ボット制御、通信等の知識・技術についての学習） 
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 〈化学系〉 

◇工業化学科（化学理論・製造装置・物質の変化と諸条件との関係、あらゆる工業に必要

な化学分析・試験・測定） 

◇セラミック科、◇テキスタイル工学科、◇材料システム科、◇材料技術科、◇化学シス

テム科、◇デザインシステム科、◇理化学科、◇環境化学科 

 

 〈建築系〉 

◇建築科（建物を新設するときの企画、既設建物の保全の図面を描いた、工事の管理（設

計事務所）工事施工等の第一線に立って仕事をしていくための建築の実技と実力の習得） 

◇土木科（道路・鉄道・水力発電・河川・港湾等について理解し、これらの建設計画の地図

の作製や、構造物の位置を決定するための測量学全般についての学習） 

◇都市工学科、◇ファッション工学科、◇建築デザイン科、 

◇設備システム科、◇理数工学科 

 

 〈工芸系〉 

◇工業デザイン科（工業製品のデザイン・船舶・車輛等の室内装飾デザイン・図案・繊維

製品のデザインなどの知識と技術の習得） 

◇インテリア科、◇デザイン科、◇グラフィックアーツ科、 

◇映像デザイン科、◇ビジュアルデザイン科、◇プロダクトデザイン科 

 

（５）体育科 

 

（６）武道科・スポーツ健康科学科 

 

（７）美術科・総合造形科 

 

（８）国際教養科 

 

（９）英語科（国際化時代を迎えて、国際教養科では外国語・異文化・情報基礎の学習をはじめ、

国語や数学などの基礎科目を学び、将来、国際社会のいろいろな分野で活躍するために必

要な基礎能力と豊かな国際感覚をもった人材の育成をめざしています） 

 

（１０）国際文化科（英語運用能力、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力を伸ばす教育活動の一層の充実。自ら学

び、考え、行動する意欲を高めるため、事象を探求し、調査・分析する力、その結果を発

表し伝達する力を育成します。） 

 

（１１）総合科学科（自然科学への関心･探究心、確かな知識、柔軟な発想・思考力、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ能力等、総合科学科として必要な基礎学力を育成。基礎概念や原理･法則の学習を踏まえ

て演習、実験・実習を重視した授業を推進しています） 

 

（１２）国語科 

 

（１３）理数科 

 

（１４）文理学科（入学後に文科（人文社会国際系）と理科（理数探究系）に分かれ、それぞれ

に対応した学習指導と進路指導を徹底的に行う） 
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（１５）芸能文化科（府立東住吉高校）…大阪府外からも受験できます。 

 

（１６）音楽科（府立夕陽丘高校） 

 

（１７）演劇科（咲くやこの花高校） 

（１７）福祉ボランティア科（市立淀商業） 

 

（１８）総合学科（平成８年度より設置され、生徒の興味・関心に併せて自由に時間割を組める

のが特色です。「総合学科」では、多種多様な科目が数多く用意され、その中から生徒が

自分の能力・適性、興味・関心に応じて、主体的に教科・科目を選択します。一部の必修

科目を除き、主として選択科目の授業を多く受けることができるシステムになっていま

す。） 

※エンパワーメントスクール 

 これからもっと勉強やクラブをがんばろうと思っている人、今の力をもっと伸ばして

やろうという意欲のある人を求めている学校です。大学や専門学校、企業とも連携して

「ほんものに触れる授業」を実施し、進路実現をはかる新しいタイプの学校で箕面東高

校，淀川清流高校があります。 

 

工科高校について 

   学科ごとの募集方式を改め、総合募集とする。入学後、１年においては、原則として工業

の基礎科目を共通履修し、生徒が工業に関する学習を通じてその内容を熟知した上で、２年

から能力・適性･進路希望などに合わせて、専門分野の系および専科を選択し、専門領域の

授業を幅広く学ぶとともに、専門的な知識、技術、技能の深化を図る。人材育成の重点化を

進めるために、平成２６年度より高大連携重点型、実践的技能養成重点型、地域産業連携重

点型を高校ごとに選択している。 

 

大阪府教育センター附属高等学校（２０１１年度開校）について 

  大阪の子どもたちの学力をはじめとした、様々な教育課題を踏まえ、大阪の次代を担う人材

の育成を念頭に、『ナビゲーションスクール』と位置づけます。ナビゲーションスクールとは、

様々な実践研究を展開し、大阪の教育課題解決のモデルとなるナビゲーター的役割を果たす

学校であります。 

 

工業高等専門学校について（高専） 

 修業年限は５年で、かなり高等な知識、技能を習得させることを目的としたもので、卒業すれ

ば工業の技術者として就職できるほか、大学に編入もできます。国立高専は明石工業高等専門学

校ほか４２校あります。学科は機械工学科・電気情報工学科・建築学科などがあります。府立高

専には大阪府立大学工業高等専門学校があります。 

 

国立高等学校について 

 大阪教育大付属高校の試験日は、京阪神私立高校の試験日と重なるので、併願で受験できませ

ん。 
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［３］ 入試のしくみについて 

１．受験の流れ 

 

  

私立専願合格者

は公立の出願は

できません 

公
立
受
験 
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２．受験の仕方 

 年度の表記は、高校から見た入学年度を示します。現３年生は2021年度（令和3年度）入試に

なります。 

（１）私立高校専願（私立高校のみ受験） 
入学者の選抜時、公立併願者より有利に扱われる学校が多い（合格点に差がある）。 

   ・合格したら必ず、その学校に入学しなければなりません。 
   ・不合格の場合は、他の高校や専修学校を受験することができます。 
 
（２）公立高校単願（公立高校のみ受験） 
  私立高校は受験せず、公立高校のみ受験します。失敗した時は、私立高校や公立高校（定員
割れがあった場合のみ）の二次募集があれば受験できますが、募集は少なく非常に難しくなり
ます。受験校決定の際、充分このことを考慮してください。また、私立専願と異なり、併願者
より有利な扱いはありません。 

 
（３）公立・私立併願（公立と私立高校の両方を受験） 
  私立学校（高校や専修学校）と公立高校の両方に出願して、受験する形態をいいます。私立
学校と公立高校の両方に合格した場合、必ず公立高校に入学しなければなりません。（私立学
校の選択はできません） 

  ※また同時期に複数の国立や公立学校を出願することはできません。 
  ※公立高校の特別入学者選抜に出願をして受験し、合格した場合には一般入学者選抜に出

願はできません。 
 

３．大阪府公立高校入学者選抜の応募資格 

高等学校に入学を志願することのできるものは、次の「１」又は「２」に該当するものとする。 

１ 全日制の課程並びに多部制単位制Ⅰ部及びⅡ部（クリエイティブスクール）並びに昼夜間単

位制にあっては、 

(1) 大阪府内の中学校卒業者であって、本人及び保護者（本人に対して親権を行う者であっ

て、原則として父母、父母のいずれかがいない場合は父又は母、親権を行う者がいない場

合は後見人。）の住所（住民登録がされている居所）が府内にある者。 

(2) (1)以外の者のうち、入学志願特別事情申告書を提出する者。 

(3) (1)以外の者のうち、大阪府公立高等学校を設置する教育員会が交付した承認書を提出す

る者。 

※入学志願特別事情申告書及び承認書については下に記載。 

２ 定時制及び通信制の課程にあっては、 

(1) 本人の住所又は勤務先が府内にある者 

(2) 入学日までに勤務先が府内になることが確定している者 

(3) (1)及び(2)以外の者のうち、入学志願特別事情申告書を提出する者又は志願先高等学校

長が適当であると認めた者 

 

入学志願特別事情申告書及び承認書について 

１ 入学志願特別事情申告書の提出を必要とする者 

 なお、（2）イ及びウのいずれかに該当する者については、その事情を証明する資料を添付す

ること。 

(1) 全日制の課程並びに多部制単位制Ⅰ部及びⅡ部（クリエイティブスクール）並びに昼夜間

単位制に志願する者のうち、次の各項のいずれかに該当する者 

ア 府内の中学校卒業者のうち 

(ア) 本人の住所が府内にあり、保護者のうちの一方(父又は母)の住所は府内にあるが、

他の一方の住所が特別の事情により府内にない者 



12 

(イ) 本人の住所は府内にあるが、特別の事情により保護者の住所が府内にない者 

(ウ) 本人は府内に居住しているが、特別の事情により住所が府内にない者 

(2) 定時制又は通信制の課程に入学を志願する者については、次の各項に該当する者 

ア 本人は府内に居住しているが、特別の事情により住所が府内にない者 

イ 本人の住所が入学日までに府内になることが確実な者 

ただし、高等学校への入学手続きをするため本人が府内に一時的に転居し、入学後、

府外に再び転居することが予定されている場合は除く。 

ウ その他特別な事情のある者 

２ 教育委員会の承認書の提出を必要とする者 

(1) 対象者 

全日制の課程並びに多部制単位制Ⅰ部及びⅡ部（クリエイティブスクール）並びに昼夜間

単位制に志願する者のうち、次の各項のいずれかに該当する者。 

ただし、高等学校への入学手続きをするため本人及び保護者が府内に一時的に転居し、入

学後、府外に再び転居することが予定されている場合は承認書の交付を申請することは

できない。 

ア 府内の中学校卒業者、他府県の中学校卒業者並びに外国において中学校に相当する

学校を卒業した者のうち、本人及び保護者の住所が入学日までに府内になることが

確実な者 

イ 本人及び保護者の住所が近隣他府県にあって、地形及び交通機関の関係上、その府

県の高等学校に通学することがはなはだしく困難であるか又はその府県に志望する

学科が設置されていない場合で、府内の高等学校にその住所から通学できる者 

ウ 芸能文化科を志願する者にあって、府内の中学校卒業者で本人の住所他府県にあっ

ても、当該学科を設置している高等学校に保護者又は保護者代理のもとから通学可

能である者 

エ その他特別な事情のある者 

 

※入学志願特別事情申告書や承認書の提出を必要とする者に該当する人は、できるだけ早く担

任に申し出てください。 

 

※他府県においても同様の書類が必要となる場合がるので、他府県の受験を希望する人も、でき

るだけ早く担任に申し出てください。 

 

４．他府県の公立高校を受験する場合の留意点 

他府県の公立高校に入学志願する場合は、必要書類の確認、日程の違いなどがありますので早

めにご連絡ください。 

 

５．私立高校入試 

（１）入試時期 

 一部の学校を除いて、大阪府・京都府・兵庫県で同時期に行われます。 

例年、２月１０日前後が入試日になります。本年度は令和３年２月１０，１１日です。 

 

（２）出願 

①希望学科・コ－スなどを決めて出願します。 

②学科・コ－スが２つ以上ある学校では、第２志望を認める場合もあります。 

 

（３）受験料 

  高校によって異なりますが、概ね１５，０００円～２０，０００円です。 
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（４）合否判定 

①入学試験 

   筆記試験・・・３科目～５科目 

   実技テスト・・一部の学科のみ（体育科・美術科など） 

   面接・・・・・個人・グル－プ・保護者同伴など（面接のない学校もあります。） 

②個人報告書 

   内申書とよばれるもので、各教科の成績・学校生活について記入します。 

   上記の①と②を総合して合否を判定されます。判定の方法については、 

その高校の方針によって異なります。 

 

（５）合格発表（早ければ試験翌日に発表されます）掲示・郵送・手渡しなど 

 

６．公立高校入試 

（１）入試時期・回数 

   受験の機会は原則１回です。 

   特別入学者選抜は、令和3年2月18日(木),19日(金) 

   一般入学者選抜は、令和3年3月10日(水) 

 

（２）出願 

   ①希望学科を決めて、出願 

   ②募集人員を複数の学科ごとに設定している高校では、複数学科を志望できます。 

 

（３）受験料 

   昨年度は全日制2200円、定時制950円でした。 

 

（４）合否判定 

   ・特別入学者選抜 

    学力検査５教科＋調査書の評定＋実技検査または面接 

   ・一般入学者選抜 

    全日制 学力検査５教科＋調査書の評定 

    定時制 学力検査３教科＋調査書の評定 

    通信制 面接＋調査書の評定 

 

調査書の評定 

目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価） 

各教科５段階評価で軽重をつけずに同等に扱う 

評価対象学年は全学年で比率は第１学年：第２学年：第３学年＝１：１：３ 

 

学力検査と「調査書の評定」の比率 

 タイプⅠ～Ⅴを各高等学校が設定している 

倍率のタイプ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

学力検査の成績 

にかける倍率 
1.4倍 1.2倍 1.0倍 0.8倍 0.6倍 

調査書の評定に 

かける倍率 
0.6倍 0.8倍 1.0倍 1.2倍 1.4倍 

 倍率タイプⅠは当日の試験重視、タイプⅤは調査書の評定重視であるといえる。 
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自己申告書 

公立高校の入試では、調査書の評定と学力検査による選抜に加え、自己申告書及び調査

書中の活動／行動の記録を資料とし、アドミッションポリシー（求める生徒像）に基づ

く選抜を行っています。 

 

外部検定の活用 

英語の学力検査において外部検定(TOEFL iBT、IELTS、実用英語技能検定)のスコア等に

応じた点数保障があります。 

７．工業高等専門学校入試 

｢小論文及び面接による選抜｣と「学力検査による選抜」の2種類の選抜方法があります。今年

度選抜日程・方法は7月頃に公表されます。 

 

８．国立高等学校入試 

合否の判定については、調査書の評価は参考程度で、当日の入試の結果が重視されます。試験

日は、2月上旬、中旬です。 

※各校に問い合わせることが必要です。 
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［４］ 本校からの主な受験校 

 

 学    科 全日制 定時制 その他 

公立 

全日制普通科 
吹田、吹田東、山田、北千里、 

摂津、春日丘、三島、茨木西、 

桜塚、池田、大手前 

春日丘 

桜塚 

中央 

（単位制） 

桃谷 

（通信制） 

総合学科 

(エンパワーメ 

ントスクール) 

箕面東、淀川清流   

普通科総合選択制 福井、北摂つばさ、豊島、東淀川   

普通科単位制 槻の木   

工業に関する学科 

茨木工科、淀川工科、西野田工科、 

市立東淀工業、市立都島工業、 

今宮工科 

茨木工科  

国際教養・英語に 

関する学科 
箕面、大阪市立   

国際文化科 

総合科学科 
千里   

商業に関する学科
 

市立淀商、市立市岡商 
中央 

（単位制） 
 

文理学科 茨木、北野、豊中   

総合学科 
柴島、今宮、千里青雲、 

市立咲くやこの花 
  

農業に関する学科 園芸、農芸   

体育科 大塚、市立桜宮、市立汎愛、摂津   

美術に関する学科 市立工芸、港南造形   

私立 

男子校 清風、明星 

女子校 
成蹊、薫英、梅花、金蘭会、相愛、西山、好文学園女子、 

四天王寺、宣真、信愛、女学院、国際滝井、京都女子、光華 

共学校
 

追手門、箕面自由、金光大阪、大産大附、箕面学園、常翔、 

星翔、近大附、電通大、履正社、関西大倉、大阪学院、 

大阪青凌、英真、桃山学院、関西第一、大商学園、大阪、 

関大北陽、早稲田摂陵、昇陽、洛南、西大和、向陽台 

科学技術学園、クラーク記念国際、飛鳥未来、Ｎ高校 

専修学校
 近畿情報、関西情報工学院、京都科学技術、英風女子、ベルエベル（美理容） 

東朋 
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［５］ 学費について 
 

金額についてはあくまでも概略です。 

 

１．専修学校・各種学校 

  学校によりさまざまであるが、実習費・材料費等に多くの費用のいる学校もあり、概ね入学

金は６～２０万円、年間の授業料は３０～６０万円の学校が多い。支援金などの支援制度が

受けられる。 

 

２．高等職業技術専門校 

  入校選考料、入校料、授業料及び教科書や作業服などの費用が必要。 

 

３．私立高校 

  授業料約４０万～６０万円（年額） 

入学金…平均２０万円程度  

  諸会費…約１万～５万円     教科書・制服…約１０万円 

 

 

４．公立高校 

（１）全日制・多部制単位制（２０単位以上） 

授業料…１１８,８００円 

入学料…５,６５０円 

 教科書・諸会費・積立金・体操服など…約５万～１０万円 

   ※別途、制服費用の必要な場合もあり 

 

（２）定時制 

  授業料…３２,４００円（年額） 

入学料…２,１００円 

  諸会費・積立金…４万～５万円 

 

（３）通信制 

  授業料…１単位あたり ３３０円 

  入学料…５００円 
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［６］ 就学支援金制度・私立高校実質無償化について 
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［７］ 奨学金制度について 
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［８］ インターネットの進路情報 

 

大阪府公立高校 

・入試日程や制度、各高校のアドミッションポリシーなど 

 大阪府ＨＰ： http://www.pref.osaka.lg.jp/kotogakko/gakuji-g3/ 

・大阪府公立高校の検索ナビ 

咲くなび： http://www.schoolnavi.osaka-c.ed.jp/ 

 

大阪府内私立高校 

・入試日程や各高校の紹介、オープンスクールなどの情報 

 大阪私立中学校高等学校連合会： https://www.osaka-shigaku.gr.jp/ 

 

高等専修学校について 

・概要や取得資格、卒業後の進路などの情報 

 大阪府専修学校各種学校連合会： http://www.daisenkaku.or.jp/juniorhighschool.html 

 

就学支援関係 

文部科学省ＨＰ 

 就学支援情報： https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/index.htm 

 

大阪府ＨＰ 

 府立高校就学支援： http://www.pref.osaka.lg.jp/kyoishisetsu/furitukoukou/ 

 私立高校就学支援： http://www.pref.osaka.lg.jp/shigaku/shigakumushouka/ 

 奨学金制度： http://www.pref.osaka.lg.jp/kotogakko/syogaku201904/index.html 

 

大阪府育英会： http://www.fu-ikuei.or.jp/ 


